
2018（平成 30）年度 長期ビジョン特任理事 報告 

 今年度、長期ビジョン担当特任理事として、大西と杉田が任命された。活動の内容は特

に指定されなかったが、「特任理事が考える長野県山岳協会が中長期的に抱える課題」を挙

げ、その解決策又は解決に向けた道筋を示すことと解釈した。 

 

【特任理事が考える課題・現状認識】 

１． 長山協の衰退が止まらない 

・ 協会員の減少と高齢化、加盟団体数の減少が止まらない 

・ 委員会活動が低迷している 

例：一斉委員会以外に委員会が開かれない 

委員長以外の人の活動がない 

２． 長野国体への対応 

・ 2027年長野国体で、スポーツクライミングの主管団体として対応が必要 

会場の確保、選手養成、スタッフ確保、予選実施、本番の運営・・・etc. 

３． 法人化について 

・ スポーツクライミングが、オリンピック種目になったことにより、競技団体として

のガバナンス向上が求められている 

例：審判研修が3年から1年になった 

協会組織の法人化が求められている 

・ 日本山岳・スポーツクライミング協会から、加盟団体に対し、（加盟団体を）2020

年４月に法人化するためにサポート事業を行う旨の連絡があった 

４． 長野県山岳総合センター指定管理の対応 

・ 職員の世代交代を進めながら、指定管理を継続する体制を整備しようとしているが、

職員確保に厳しい現実がある 

・ 旅行業に対応するために法人化が必要 

・ 登山を取り囲む状況が変わってきていて、活動内容の見直しが必要 

 例：登山用品店・ガイド・山小屋などが講習をやり始めている 

   民間クライミング壁の増加 etc. 

５． ホームページのリニューアル 

・ 協会員以外の人が見た時、有効な情報・楽しい情報を増やしたい 

・ 新規会員募集につなげたい 

 


